
　

米
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

以
降
、
大
手
企
業
は
海
外
生

産
シ
フ
ト
を
加
速
さ
せ
て
い

る
。
そ
れ
に
伴
い
、
こ
れ
ま

で
大
手
企
業
か
ら
仕
事
を
受

け
て
い
た
地
域
の
中
小
企
業

は
、
厳
し
い
経
営
環
境
に
立

た
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
検
討
委

で
は
、
新
製
品
開
発
や
製
造
、

販
売
、
保
守
、
物
流
と
い
っ

た
モ
ノ
づ
く
り
の
流
れ
で
、

中
小
企
業
が
ど
こ
ま
で
踏
み

込
ん
だ
連
携
が
で
き
、
同
時

に
各
社
に
と
っ
て
収
益
が
出

せ
る
か
を
話
し
合
う
た
め
、

同
委
員
会
が
発
足
し
た
。

　

検
討
委
は
、
４
月
か
ら
９

月
ま
で
全
９
回
開
催
。
ま
ず

は
連
携
す
る
こ
と
で
、
「
ど

ん
な
も
の
づ
く
り
を
目
指
す

の
か
」「
成
功
の
定
義
と
は
」

を
協
議
す
る
こ
と
に
始

ま

り
、
開
発
の
ア
イ
デ
ア
を
出

し
あ
っ
た
。

　
参
加
企
業
か
ら
は
「
折
り

た
た
み
自
動
車
」
「
無
人
店

舗
型
自
動
販
売
機
」
の
開
発

ア
イ
デ
ア
が
ま
と
ま
り
、
連

携
し
て
進
め
る
上
で
の
課
題

や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
も
議

論
さ
れ
た
。

　

次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
連

携
し
た
も
の
づ
く
り
を
実
践

し
て
い
く
か
は
未
定
と
し
て

い
る
が
、「
（
議
論
を
通
じ
）

異
業
種
企
業
が
開
発
目
的
や

成
功
の
定
義
を
共
有
で
き
る

こ
と
が
確
認
で
き
た
」
（
松

岡
委
員
長
）
と
総
括
し
た
。

　

相
模
原
市
内
の
革
新
的
な

技
術
を
持
っ
た
企
業
が
集
ま

る
「
さ
が
み
は
ら
産
業
展
」

が
10
月
26
〜
27
日
の
両
日
、

在
日
米
陸
軍
相
模
総
合
補
給

廠
（
同
市
中
央
区
相
模
原
）

で
開
か
れ
る
。

　

同
展
は
、
相
模
原
商
工
会

議
所
創
立
40
周
年
記
念
事
業

の
一
環
で
、
同
日
開
催
さ
れ

る
「
さ
が
み
は
ら
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
３
」
の
会
場
内
で
開

か
れ
る
。

　

工
業
部
会
に
所
属
す
る
14

社
が
集
い
、
商
品
や
製
品
の

展
示
を
通
じ
て
高
い
技
術
力

を
紹
介
す
る
。
監
視
カ
メ
ラ

や
太
陽
光
パ
ネ
ル
、
省
エ
ネ

照
明
器
具
な
ど
幅
広
い
製
品

が
出
そ
ろ
う
。

　

ま
た
27
日
は
、
「
全
日
本

製
造
業
コ
マ
大
戦
・
相
模
原

場
所
」
も
開
催
さ
れ
る
。

　

精
密
加
工
を
得
意
と
す
る

全
国
の
企
業
や
グ
ル
ー
プ
が

持
て
る
技
術
を
集
結
さ
せ
た

コ
マ
が
対
戦
。
１
対
１
の
対

戦
で
、
ど
れ
だ
け
長
く
回
り

続
け
る
か
で
勝
ち
負
け
を
競

う
。

　

な
お
、
出
展
企
業
は
以
下

の
通
り
。
▽
東
京
ガ
ス
ラ
イ

フ
バ
ル
相
模
原
▽
シ
ョ
ウ
エ

ネ
▽
日
本
化
工
機
材
▽
コ
バ

ヤ
シ
精
密
工
業
ス
マ
ー
ト
パ

ワ
ー
シ
ス
テ
ム
▽
タ
キ
オ
ン

▽
大
島
機
工
▽
マ
イ
ク
ロ
テ

ッ
ク
・
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
▽
コ

ジ
マ
技
研
工
業
▽
キ
ャ
ロ
ッ

ト
シ
ス
テ
ム
ズ
▽
イ
ノ
ウ
エ

▽
相
武
生
コ
ン
▽
日
産
自
動

車
相
模
原
部
品
セ
ン
タ
ー
▽

相
模
原
商
工
会
議
所

　

県
は
10
月
２
日
、
神
奈
川

が
誇
る
中
小
企
業
の
オ
ン
リ

ー
ワ
ン
技
術
を
決
め
る
「
工

業
技
術
開
発
大
賞
」
で
、
工

業
部
会
所
属
の
向
洋
技
研

（
相
模
原
市
中
央
区
田
名
）

が
開
発
し
た
高
速
溶
接
技
術

を
大
賞
に
選
出
し
た
。
ビ
ジ

ネ
ス
賞
に
は
、
同
じ
く
工
業

部
会
所
属
の
リ
ガ
ル
ジ
ョ
イ

ン
ト
（
同
市
南
区
大
野
台
）

が
開
発
し
た
「
小
型
冷
却
器
」

な
ど
が
選
ば
れ
た
。
応
募
63

件
中
、
計
７
社
の
製
品
・
技

術
を
決
定
。
こ
の
う
ち
の
２

社
は
相
模
原
の
市
内
企
業
と

な
っ
た
。

　

工
業
技
術
開
発
大
賞
は
、

県
内
に
事
業
が
あ
る
中
堅
・

中
小
企
業
な
ど
の
新
技
術
、

新
製
品
が
対
象
。

　

実
際
に
製
品
化
さ
れ
て
い

る
も
の
や
効
果
が
実
証
さ
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
も
条
件
。

　

工
業
部
会
に
所
属
す
る
経

営
者
が
、
自
ら
の
経
営
哲
学

や
経
験
談
な
ど
に
つ
い
て
、

計
５
回
に
わ
た
り
講
演
す
る

「
モ
ノ
づ
く
り
ビ
ジ
ネ
ス
ス

ク
ー
ル
」
が
、
９
月
26
日
か

ら
始
ま
っ
た
。

　

相
模
原
商
工
会
議
所
が
創

立
40
周
年
記
念
事
業
と
し
て

企
画
し
た
。
時
間
は
全
日
程

と
も
午
後
６
時
〜
同
９
時
ま

で
。
場
所
は
市
立
産
業
会
館

（
中
央
区
中
央
）
の
国
際
商

談
室
。

　

42
歳
以
下
の
若
手
経
営
者

や
将
来
、
自
社
経
営
を
担
う

人
な
ど
が
対
象
。
参
加
は
無

料
。
講
演
終
了
後
に
は
、
交

流
会
も
開
催
す
る
の
で
、
情

報
交
換
や
人
脈
作
り
に
も
つ

な
が
る
と
い
う
。

　

同
日
開
か
れ

た
第
１
回
目
で

は
、
昭
和
真
空

の
小
俣
邦
正
社

長
（
＝
写
真
）

が
講
演
。
「
事

業
承
継
か
ら
上

場
ま
で
の
取
り

組
み
 
社
長
の

仕

事

ス
タ
イ

ル
」
と
題
し
た

テ
ー
マ
で
語
っ

た
。
自
身
の
体

験
談
を
交
え
た

話
に
、
参
加
者

全
員
が
聞
き
入

っ
た
様
子
だ
っ
た
。

　

な
お
、
今
後
の
ス
ク
ー
ル

の
日
程
と
テ
ー
マ
、
講
師
は

以
下
の
通
り
。
①
10
月
16
日

「
国
内
展
開
か
ら
海
外
展
開

へ
 
次
の
動
き
を
探
れ
！
」

（
相
模
ピ
ー
シ
ー
ア
イ
・
鈴

木
克
人
社
長
）
②
11
月
13
日

「
経
営
判
断
に
つ
い
て
・
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」

（
松
岡
康
彦
・
湘
南
デ
ザ
イ

ン
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
山
﨑
利
宏
・
城

山
工
業
社
長
、
西
澤
勇
司
・

キ
ャ
ロ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
ズ
社

長
、
吉
田
英
訓
・
ミ
ヨ
シ
・

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
社
長
、

小
林
昌
純
・
コ
バ
ヤ
シ
精
密

工
業
社
長
）③
12
月
18
日
「
第

三
者
の
立
場
か
ら
見
る
事
業

承
継
の
あ
り
方
 
経
営
者
と

し
て
遠
慮
は
い
ら
な
い
！
」

④
１
月
28
日
「
創
業
社
長
Ｅ

Ｙ
Ｅ
！
俺
流
会
社
の
育
て
方

 
今
２
代
目
に
求
め
る

こ

と
」
（
村
山
忠
雄
・
マ
ー
ク

電
子
社
長
）
。

　

相
模
原
の
工
業
系
企
業
の

若
手
経
営
者
ら
で
構
成
さ
れ

る
「
相
模
原
市
青
年
工
業
経

営
研
究
会
」
（
青
工
研
）
は

８
月
23
日
、
関
東
経
済
産
業

局
（
さ
い
た
ま
市
中
央
区
）

を
訪
問
。
市
内
産
業
の
活
性

化
に
向
け
、
担
当
部
署
の
職

員
ら
と
、
活
発
な
意
見
交
換

を
交
わ
し
た
＝
写
真
。

　

中
小
企
業
を
支
援
す
る
側

と
な
る
関
東
経
産
局
と
、
青

工
研
が
交
流
し
、
同
じ
目
線

で
議
論
す
る
こ
と
で
、
相
互

理
解
を
深
め
、
友
好
な
関
係

を
築
い
て
い
く
こ
と
な
ど
が

狙
い
。

　

青
工
研
は
活
動
の
一
環
と

し
て
、
今
後
も
数
回
に
わ
た

り
、
さ
い
た
ま
市
中
央
区
の

関
東
経
産
局
を
訪
ね
、
議
論

を
重
ね
て
い
く
。

　

そ
し
て
今
年
12
月
に
は
、

地
元
産
業
が
発
展
す
る
た
め

の
支
援
策
の
独
自
案
を
ま
と

め
、
両
者
で
共
同
で
発
表
す

る
。

　

同
日
訪
問
し
た
青
工
研
の

小
林
昌
純
会
長
（
コ
バ
ヤ
シ

精
密
工
業
社
長
）
は
、
「
相

模
原
の
工
業
は
自
分
た
ち
で

担
っ
て
い
く
と
い
う
気
持
ち

で
活
動
し
て
い
る
。
地
元
工

業
の
活
性
化
に
向
け
て
、
積

極
的
な
交
流
を
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。

　

こ
れ
を
受
け
、
関
東
経
産

局
の
渡
辺
豊
次
長
は
、
「
相

模
原
は
、
多
く
の
研
究
開
発

施
設
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、

優
秀
な
中
小
企
業
が
多
い
。

立
地
も
よ
く
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

が
高
い
」
と
話
し
た
。

　

近
未
来
技
術
研
究
会
な
ど

の
所
属
企
業
は
、
昨
年
か
ら

開
発
中
の
電
気
自
動
車
（
Ｅ

Ｖ
）
の
シ
ス
テ
ム
を
実
用
化

す
る
。
今
年
度
に
関
東
陸
運

局
に
申
請
、
公
道
走
行
を
始

め
る
。

　

同
シ
ス
テ
ム
は
、
Ｅ
Ｖ
の

最
大
の
ネ
ッ
ク
だ
っ
た
航
続

距
離
を
約
２
倍
に
延
ば
す
シ

ス
テ
ム
。
ユ
タ
カ
精
工
や
三

瓶
自
動
車
整
備
工
場
な
ど
、

同
研
究
会
の
所
属
企
業
が
連

携
、
職
業
能
力
開
発
総
合
大

学
校
・
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学

科
の
市
川
准
教
授
が
検
証
し

て
い
る
。

　

日
産
自
動
車
「
リ
ー
フ
」

に
代
表
さ
れ
る
電
気
自
動
車

（
Ｅ
Ｖ
）
は
、
１
回
の
充
電

で
２
０
０
〜
３
０
０
キ
ロ
し

か
走
れ
な
い
の
が
現
状
。

　

そ
こ
で
同
研
究
会
の
所
属

企
業
な
ど
で
、
数
年
前
か
ら

航
続
距
離
延
長
装
置
「
レ
ン

ジ
エ
ク
ス
テ
ン
ダ
ー
」
を
組

み
込
ん
だ
電
気
自
動
車
「
Ｒ

Ｅ
Ｖ
」
の
開
発
に
着
手
。

　

あ
ら
か
じ
め
充
電
し
て
お

い
た
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
自

動
車
が
走
り
、
蓄
電
池
の
残

量
が
少
な
く
な
っ
た
タ
イ
ミ

ン
グ
に
合
わ
せ
て
、
発
電
装

置
を
稼
働
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム

を
採
用
し
た
。

　

１
月
に
は
当
時
、
橋
本
に

あ
っ
た
職
業
大
の
テ
ス
ト
コ

ー
ス
で
試
作
車
の
走
行
試
験

に
成
功
し
て
い
る
。

　

Ｇ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

９
月
13
〜
14
日
に
か
け
て
、

「
東
京
ガ
ス
の
森
・
視
察
交

流
会
」を
実
施
し
た
＝
写
真
。

「
東
京
ガ
ス
の
森
」
は
、
長

野
県
御
代
田
町
に
立
地
。
佐

久
市
か
ら
近
い
場
所
。
13
日

午
前
中
に
、
商
工
会
議
所（
相

模
原
市
中
央
区
中
央
）
を
集

合
し
、
そ
こ
か
ら
貸
し
切
り

バ
ス
で
現
地
に
向
か
っ
た
。

　

参
加
者
は
28
人
。
移
動
時

間
を
利
用
し
、
車
中
で
「
も

の
づ
く
り
連
携
検
討
委

員

会
」
の
移
動
例
会
と
し
て
、

特
許
の
勉
強
会
な
ど
も
開
い

た
。
視
察
後
は
懇
親
会
も
催

さ
れ
た
。

　

一
行
は
14
日
に
は
、
歴
史

世
界
遺
産
に
登
録
予
定

の

「
富
岡
製
糸
工
場
」を
見
学
。

明
治
維
新
に
仏
製
の
最
高
製

糸
機
械
と
技
術
者
を
招

聘

（
へ
い
）
し
、
文
明
開
化
に

向
か
っ
た
明
治
魂
を
体
感
し

つ
つ
帰
路
に
着
い
た
。

　

Ｇ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト

は
、
10
月
18
日
の
午
後
６
〜

同
８
時
ま
で
、
相
模
原
市
立

産
業
会
館
・
４
Ｆ
国
際
商
談

室
で
「
ベ
ト
ナ
ム
を
知
る
た

め
の
基
礎
講
座
」
を
開
く
。

　

現
地
に
精
通
し
た
専
門
家

を
招
く
。
文
化
や
歴
史
、
風

習
、
地
域
性
と
い
っ
た
基
礎

情
報
を
中
心
に
学
ぶ
。
講
師

の
実
体
験
に
基
づ
い
た
現
地

情
報
を
解
説
し
て
も
ら
う
。
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「
も
の
づ
く
り
連
携
可
能
」

さ
が
み
は
ら
産
業
展

工
業
部
会
14
社
出
展
へ

全
日
程
を
終
了

向
洋
技
研
が
大
賞
工
業
技
術

開
発
大
賞

　　　　　　　

関
東
経
産
局
と
交
流

12
月
に
支
援
策
を
策
定

青工研 公
道
走
行
へ
申
請

Ｅ
Ｖ
の
航
続
距
離
克
服

近未来研
所属企業
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も 

の 

づ 

く 

り

ス
ク
ー
ル
開
講

小
俣
社
長
が
講
演

Ｇ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ

東
ガ
ス
の
森
で

自
然
環
境
観
察

ベ
ト
ナ
ム
の
基
礎

専
門
家
招
き
勉
強

今後、公道走行に踏み切るＲＥＶ

　

工
業
部
会
・
新
成
長
ビ
ジ
ネ
ス
Ｇ
Ｅ
Ｔ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
松
岡
康
彦
委
員
長
）
が
半
年

間
に
わ
た
り
進
め
て
き
た
「
も
の
づ
く
り
連

携
検
討
委
員
会
」
が
９
月
27
日
、
閉
会
し
た

＝
写
真
。
市
内
の
中
小
企
業
が
得
意
分
野
を

持
ち
寄
っ
て
、
新
技
術
や
新
事
業
が
生
み
出

せ
る
か
の
可
能
性
を
探
ろ
う
と
今
年
４
月
に

発
足
し
た
も
の
。
横
浜
国
立
大
学
の
村
富
洋

一
教
授
を
座
長
に
、
異
業
種
16
社
が
議
論
を

進
め
た
。
全
９
回
の
日
程
を
終
了
し
、
「
連

携
に
よ
る
も
の
づ
く
り
は
可
能
」
（
松
岡
委

員
長
）
と
の
結
論
に
至
っ
た
。　


